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縄目離艦綱紀鏡台会
(J R連合)

2月12日、産経新聞は、朝刊の一面トップ記事において「JR東労組、ス

ト検討」と見出しを掲げ、
3月中旬にスト の行使 を示唆する通告を

定額ベ
へ行った 旨報じた。

を行い

産縫新聞が「掘東労組、スト擬軸と1面トップで報道喜
既報(民主化闘争情報No.969)のとおり、昨年2月の臨時大会以降、 JR東

労組は「スト権確立」に関する表立った明言を避け、表現も変えて、部外はお
ろか、自らの組合員をも煙に巻いてきた経緯がある。しかしながら、 JR東労

組は2018春闘に向けては、 1年前に確立したスト権を、維持し続けており使
い回すという考えを公にした。そして、業務部速報N〇・57 (2月6日付)では
「スト権行使を含めたあらゆる戦術行使に必要な手続きに入る上と発信した。

首脚醐させるつもりなのか!?
JR東労組(J R総連)がスト権行使準備を指示!

東京地本闘争委員会FAXニュースNO.8 (2月9日付)によれば、 JR東労謹繁盛
の-部列車

撞令が出されている」同産経新聞で
で運休が発生する可能性も

は、 「地域によっては

ある」と憂慮すべき事態を報じている。

腰醗鶴鯨絹窃轄擁、鰯事績鵬輝調擁網贈親密話
柄直弼三極で幽距離綴鵬鋤を瑠ようI
また、同産経新聞は「旧国鉄時代に当時の労組がストを繰り返した歴史も

あり、組合が“伝家の宝刀,,に手をかけたことで労使関係は対立路線へ回帰

かけないよう全力を挙げて臨むことが会社の責務と考える」とコメントして
いる。今こそ会社は、労使関係と内外からの信頼を破壊するJR東労組との

関係にメスを入れ、 「毅然とした対応」を徹底して行うのが社会的要請だ。
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鵜日本縄綱紀舗能
くJ R連一合・)

J R東労組は、既報(民主化闘争情報N〇・970)のとおり、組織内へスト権行使の具体的
な準備指令を発しており、着々と「スト権行使」に向けた動きを加速させているo

現在、 JR東労組のホームページでは、 「定期委員会以降、一部マスコミ報道で『対立
路線回帰』などとストライキ戦術行使だけを悪宣伝する動きが見られますo (中略)労働
三権によって保証されている団体行動権(争議権)を堂々と掲げて要求を勝ちとることを

決定したまで(中略)これは労働組合として当然のたたかい」などと、もっともらしい主

張を掲載しているが、世界に冠たる鉄道会社・ JR東日本では、第一組合が、自ら締結し
た「労使共同宣言」の当事者責任を堂々と無責任放棄し、不穏な活動を展開しているo

脚本会社と脚(脚)の
「常住共同宣言」は有名無実化、 「破棄」状態!

既報(民主化闘争情報N0.946)のとおり、会社とJR東労組は、締結した「21世紀
労使共同宣言(2001年) 」に基づき、 「会社内における問題は経営協議会や団体交渉の場
等を最大限活用し、あくまでも平和裡かつ自主的に労使間の真撃かつ率直な話し合いにお
いて解決を図る」とある。こうした姿勢は、国民・利用者に散々迷惑をかけ、負担を強い
て誕生することとなったJRの労使としては当然であろうoだからこそ、労使共同宣言は
「労使関係のあり方に関する憲法」として、その時々の重要な節目で相互に確認・締結さ

れてきたはずだ。しかし、 JR東労組の推進する`国鉄時代回帰’の非民主的労働運動に
ょって、労使共同宣言は有名無実化しており、もはや「破棄された」状態に等しい。
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相聞醜い朴鯛五・徹の目的拘向増便でウヤム碓しないように上
J R東労組は、公共交通たる会社の「社会的使命」を逆手にとって国民・利用者を人質

にし、労働者の権利ばかりを都合よく持ち出し`悪用している’としか言いようがない〇
・権利,そのものは否定しない。しかし、今回のスト権確立の目的は「 `未来永劫にベア

馨護藁霧露聾襲驚議
事への牽制、はたまた戦闘的運動の訓練、組織内引き締め等、別にあるのではないか?

誓繋輩襲藷襲襲襲繋襲
こな理屈の構築も追いつかないだろう。二方で、会社がJ R東労組の世間ズレした要求を

墓誌塞藍
朗陥拙錦の萩肌理駒的埋塑坦塑彼三助埋三雄鋤
すでにJ R東労組内部では、盃旦鑑査運動脚貝柱∵臆臆∴この上週間程度

融組合員にはぜひ勇気ある決断と行動をして欲しい。
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新日本縄綱紀舗台全
くJ　干ミ連合)

2月20へ22日にかけて、マスコミが-斉に「JR東労組の争議予告」の関

連報道を行っている。一部を紹介すると、毎日新聞は、 20目配信の記事で、
「厚生労働省は20日、 J R東日本の最大労働組合『東日本旅客鉄道労働組合

(JR東労組) 』からストライキなどの争議行為を実施する可能性があると
の通知があったと発表した。 (中略)通知によると、スト実施によって列車

の運行に支障はないとしている。 」と報じた。また「TBS NEWS」では

は、一書 の支部がこう した方針に 大量の

が脱退届

00人に上るとみ

しました

られま

によりますと

」と報じられている。

はおよそ10

JR東捌、ら2000名を超える大畠脱退!??

加速する　`内部崩壊’-いよいよ労政輯旗か! -

によれば、
じめとして

にのぼっ ているとの

なかに

R東労組からの脱退

さらには

もある
の脱退

の動き

にも拡大し
は、助役な

の動きも

地本は相当焦っているのであろうが、

あるよう

に2書000 から2

の組合

だ。 JR東労組・東京

自組織の運動への批判の目をそらし、

加速する脱退の動きに歯止めをかけるべく、この数日間で多くの「東京地本

闘争委員会FAX速報」を発行しており、会社を罵りつつ、極左過激派色の

臭う個人攻撃や、自らの主張の正当化に躍起になっている。

膳緋ス
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この2週

酬これまでに類を見ない今

ていることには内外関わ

回の大量脱退の動きは、正直、 J藍藍
訴や、たしろ選挙の敗北(落選) 、度重なる36協定の締結をめぐる大混乱な
どによって、 JR東労組の-般組合員は散々振り回されてきており、 JR東

労組の組合役員やその労働運動に対する「不満」 「不信」が鬱積していたの
は間違いないだろう。ひと苫前ならば、 JR東労組は脱退者が出た場合、組

織の引き締めを行ってきたが、今は`内部崩壊,の火消しに精一杯で、余力
はもう無いようだ。大量脱退によりJR東労組の弱体化が顕在化した。いよ
いよ会社も労政転換に踏み切るか。会社の強い姿勢を期待したい。
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2018年2月23日

新日榊縄綱紀舗合会
(J R連合)

厚生労働省は、 2月20日、マスコミ各社が報じているとおり、 JR東労組から通知を

受けた「争議行為の実施内容」を公表した。記載されている争議行為の「開始日」は「平

曇藷馨馨藷鷺襲輩麗筆
脚・展労省・中男妾へ「手原予告」を寓語

3月2 B脚」なる燈しI脚
これ朋するよう醐」なのか…?

厚生労働省への争議予告とは、労働関係調整法第37条に基づき、 「公益事業(運離轢舘)
の争議行為について、少なくとも10目前までに労働委員会及び厚生労働省への通知を義

務付けられているものである。この度通知された、 JR東労組の「非協力の形式による争
議行為(以下、非協力闘争) 」とは何であろうかo 「今争議行為により列車運行に支障を
きたすことはない」ならば、何のための予告なのか。

にっいては、 ⊥匪三笠堕固生壁鎚宣命基軸
勤務変更時間外労

しかし、今予告では「自

「非協力闘争」

ⅩニュースN0.9 (2月14日付)に掲

己啓発活動五ど、本来菜萱些盆を実施しな聖二圭

藁葦三雲董露藍豊韮
関係者からは、 3月17日予定のダイヤ改正を目前に控え

な準備に勤しむ組合員らから

圭委し3 6協定を締結している第一組合でありながら、 「休日」　　　　　　　　●　　　、臆　　ヽ　　臆　、　ヽ　　　「

時間外労働も行いつつ様々
があった ことも耳に

勤務や時間外労働、勤務変

更に応じないというのは、無責任極まりない」し、さらには「業務命令に逆らってどこま
」」∴臆三文二一一　‾　　‾　γ“r‾’‾　‾ ’ “

肇馨≡撃襲撃≡
e c t」なる改善・自己啓発活動があり、社員が自らの会社や業務を改善し、成長するた

めの自己啓発活動と位置付けられている。これに「協力しない」ということの意味合い・

評価はさておき、今回の予告通知の意味合いは不可解極まりない。厚労省や中労委も理解

襲萱聾護
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2018年2月26日

新日本縄糊組宙蛤全
くJ R連合)

共謹基盤監盛
内には、よび東日

透して↓
連合会

を行使

R総連)お
、ると認識 している」 とする答

2010年5月)の政府見解が

変わっていないことを示したもので、大きな社会問題としての対処が必要であるこ__　_　」　〇 、〇　〇、 」　▲音、_　　　　ノ∴∴○○　　●」.重　　ヽヽ′　ヽ　　　　　　　　　_　　二　三臆　　　　　　、

と報じた。これは従来(直近では

じられた ことである

弁書を決定した。 』

とは言うまでも無い。

励勧魅躍叱公式答弁!

北鉄労への「章マル派」浸透実態について

北鉄労への革マル派浸透実態について、これまでに政府がく言及’したのは、 2013

年11月22日の国土交通委員会における平沢勝栄議員(自民党)が国会で行った質
疑に対する答弁だけであった(議事録あり) o今回は、質問主意書の「JR北海道

労組への革マル派浸透及びJ R北海道の経営に対する影響力の行使の実態につい
て、政府における解明状況を具体的に明らかにされたい」という問いに対する答弁

望三豊忠盛詫票鷺繋警護護憲諸富三雲、しつつしているかど

として っていることを
まさに北鉄

めている

鱒聯鞭鰯酸性鰯ざれ

ことだ

R諾輔藷謹署誌謹露盤塁
員を特定の部署へ異動させるよう要求された際、そう迫られたというo (中略)こ
の関係者は「ほとんどの職場を掌握したようだ」と話す。 (中略) 「一部の幹部は

影響力の強い労組に嫌われたくないという意識に支配され、大胆な改革が進められ
ないでいる。経営陣の刷新が必要だ」関係者は、経営側への影響力が過剰に強ま

嘉詩聖盤董塞
▲

▼

書
信
y醐
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20「8年2月26日

鵜日本縄糊組合齢全
くJ R連合)

JR東労組は、 2月24日、 「スト解除」を決定して組織内に発信し、会社にも通知
を行った。 24日から25日かけて、多くのマスコミが取り上げて報じたが、これを耳

目にした人は誰もが驚愕したことだろう○既報のとおり(民主化闘争情報N〇・973) 、

JR東労組は3月2日から「非協力闘争」なる「争議行為」を行うとの予告通知を各
方面に行い、組織内へ闘争指令を発していた。しかしながら、 ⊥阜東労組「中央闘争

国語謹彊彊諸国語国璽国語
ー会社の回答内容を部分的に切り取り、都合よく重囲解釈-

JR東脚鯛直下の身腫`方針蹴=朴醐」

JR東労組は、 23日の団体交渉の中で、 『 (会社が)ベースアップを実施するにあ
たって、これまでベースアップの算出基礎にしてきた「所定昇給額」にこだわらない
ことを確認』したとし、このたびのスト権確立・行使の理由があたかも解消されたか

のように報じているが、基れたことに、会社との間でそのような」合意’や`認識の
一致,をした事実はなく、全くの虚偽宣伝であるようだ」

翔梱卜蹴網田とし翻弼闘欄の漢致極鈍足

議書護
る“合意,,を全否定した。また、組合の主張内容と会社の見解を照合させるべく比較

列記し、相違点を具体的に指摘するという異例の対応をしているo

明議書鼎蕎暮藷叢話謹舘憲課
尽くされていない段階において、争議行為に訴えることを機関決定し、具体的に指導
したことにより、会社発足以来3 0年間労使で維持してきた「労使共同宣言」の趣旨
・精神を一方的に否定し、その有効性の基礎である信頼関係を失わせた状況を招来し

たものといわざるを得ません。 』と記載している。 JR東労組を強く批判するととも

に、優鎧と繭ことが伺えるo

JR東労組はどこまで組合員を小馬鹿にと、賄
J R東労組は、 なく10

したのか。慌てふためき

を引っ込めるがためのっかけ)となっている「スト権行使」

目の当た

その大きな原因(きっ
「理屈の捏造」に走った

のであろうが、会社からすぐに勝手な解釈をあばかれ、空中分解の危機に瀕している
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2018年2月27日

約日杓縄労脚部蛤全
くJ R選一合す)

J R東労組が2月23日の団体交渉で、ベア実施方式や「生産性向上分」の位置付け

等について、会社と認識を一致させた(合意した)としてスト解除の理由に使ったこ
とに対し、会社が即座に「勤労速報(2月25日付) 」で反論・全否定したことは、既

報(民主化闘争情報N〇・975)のとおりである。

一方で、 2月26日、 JR東労組は「全組合員の皆さんに訴える!」なる文書を発信

しホームページ上に掲載した。内容は、会社の勤労速報等の会社文書に対する「抗議」
と反論であり、 『23日の団体交渉でベア実施方式等に関する3つの`確認’ができた_　　　　　　　、 〇、　　　　　　臆_　　、　　、__　　ヽ　　　　　　　ヽi′　喜　子.」と、′　__、

そもそもので、ストを取りやめた』という何とも言い訳じみたものだ。

ある会
のだから

など無い し、厳

上塗り」 をしてレ

っばねる
、るに過ぎない

を示して

会社からJR素常組へ

「豊僅豊国重量土壁塾±
特筆すべきは、

けの「勤労速報」で明ら

に開催 された第
を通知

かにし、 JR東労組も「

ついに会社が

したことだ。会社は、同日、社内向

中央闘争委員会情報No,10」に自ら
ヽ　/　　‾　‾　　　　　　章‾「タ、′　/　ヽ′　▼　　　　　" i-　‾

鶉馨聾
の信頼会社とのまさに

のであり、既

鷺票霊駕董琵驚喜苧些否定したも

解を喧亘軸

JR東労組は、 「中央闘争委員会情報N〇・10」において、タイ
トルでは「間中1号第

2回団体交渉を行う!労使の紛争状態は解決された事を確認! 」と謳っておきながら
J　　　‾　、　■「I　‾‾　/、′　’l‾　　　　　1

「　、ヽ′∴∴′　○　○　　"′　　∴　二∴●∴_　●一書　ヽ　「　J

れたのに…会社は… 「労使共同宣言は組中段以降では、止逆堕幽
主張を繰 り返して↓ きと戸惑↓ ヽようだ。

した」と

く構築した「筋書き」に縛もっともらし られ、もはや「紛争状態」であることすら

認識できていないのであろう○支離滅裂であるo同情報では、 「労使共同宣言につい
ての認識は会社と-致しないことを通告しました」と強がっているが、もはや会社に

見放され、迷走は深まっていくことだろう。ついに!草マル派が相当浸透しているJ
R東労組は、会社との信頼関係がなくなり、パートナーではなくなったのだ。
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J R東労組による、 「本来業務以外に対する非協力(自己啓発活動等)の形式による争議行為」なる

ストライキならざるストの顛末については、本紙でも既報のとおりだが、事態は収束するどころか、

遂にJ R東日本労政の根幹に関わる激震が走るに至った。

社がJR東労組に「労使共同宣言」の事実上「破嘉」通告 

JR東日本の弾健闘　‾　!国鉄故事の最総革へ! 

JR東日本会社は、2月26日、『「東日本旅客鉄道労働組合との「労使共同宣言」の失効につい て』と題する「勤労速報」を発したことは既報のとおりだが、その内容について再掲する(下線は発 

行者編集部による)

会社は、本日開催した団体交渉において、 東日本旅客鉄道労働組合(以下「J R東労組」

に対して、これまで維持してきた「労使共同宣言」の失効について通知しましたo
平成30年度のベースアップに係るこれまでの経緯、特にJ R東労組の要求について、鋭意団体交渉露盤藍董

したものとみなさざるものでありを否定した

を得ません。
それ故、会社はJ R東労組に対し、 「労使共同宣言」 の失効を通知したものです。

会社とJ R東労組の労使関係は、浦和電車区事件裁判以降、様々な軋轢が生じつつも、決定的な対
立・破滅には至らず、両者が落としどころを探りながら、軟着陸してきた歴史だと言えるo会社にと
っては「JR東労組機軸」 、 JR東労組にとっては「組織防衛」が至上命題であり、その意味で「労

使共同宣言」は両者にとって最後の「鑓(かすがい)」だったのだo

新会社発足間もない1987年8月7日に会社との間で調印した「労使共同宣言」について、当時、

覧農葦萱三豊藍
立させようと 「ニアリーイ コール論」を展

した全く 重い意味が

宣言」には込められている』と位置づけていたeまき

を体現するものこそが「労使共同宣言」だったのだ。

に、松崎明氏が唱えた「ニアリーイコール論」

その「労使共同宣言」を事実上「破棄」するということは、会社にとって、今回のJR東労組によ
る争議予告が、国鉄改革以降の労使関係の`一線’を越えるものだったのであろうo聞くところによ

ると、会社は、ストに関するマスコミ報道を受け、国会議員等に対する説明対応に忙殺されたようだo
しかし、 「労使共同宣言」の破棄通告に対して、誰よりも衝撃を受けているのはJR東労組を牛耳

る役員らであろう。従来の「寸止め」で収まっていた労使関係の単純延長線上で、今回の事態も乗り

切れるものと高を括っていたJR東労組にとって、まさに「青天の霹靂」であろう。
事実、 J R東労組「業務部速報N〇・59」によれば2018年度賃金引き上げに関する申し入れにおい

て、 「会社は2月26日、一方的に労使共同宣言の失効を通知してきましたが、この間の団体交渉で

示したとおり、われわれとして労使共同宣言を破棄した事実は一切ありませんoこれからの3 0年を

展望したときも、引き続き労使共同宣言に則り、信義誠実の原則に従い、共通の目標に向かい全牢
にはいけ考えておらないとなければなげて取り

(ママ)ません」などと、この間の自らの行いを省みることなく、弱々し く会社に哀願する始末である



i崩胸囲手腕
No。 978
2018年3月1日

新日本縄労醐舘舘
(J Fミ連合)

JR東労組が、 2月26日の第2回団体交渉で、会社から「労使共同宣言の失効」を
通知され、激しく困惑・動揺している様子については既報のとおりだが(民主化闘争

情報No.976へ977) 、 2月27日、 JR東労組は動揺が収まらない中、今頃になってよ

うやく「申15号二2018年度賃金引き上げに関する申し入れ」を提出したことが、 J
R東労組「業務速報No.59」で明らかにされている。

「労使共同宣言」が失効した中で

会社経営の両輪別縛め「第一組合」は輔弼全か? I
-JR束労組は、ようやく賃上げの申し入れ! -

同申15号では、要求事項の前段のリード文・第2段以降で、次のような目を疑うフ
レーズがある(下線は発行者編集部による) 。 『この間、労使共同宣言を基に労使で

桓協力上、健全な労使関係を着実に築き上げ、会社の繁栄発展と社員・家族の幸福を
実現してきました。会社は2月26日、一方的に労使共同宣言の失効を通知してきまし
たが、この間の団体交渉で示したとおり、われわれとして労使共同宣言を破棄した事

実は一切ありませんこれからの3 0年を展望したときも、引き続き労使共同宣言に
則り、信義誠実の原則に従い共通の目標に向かい全力を挙げて取り組まなければな
らないと考えており、不当な労使共同宣言の破棄は到底認める訳にはいけ(ママ)ま

せ生し(中略)会社側の真撃な回答を要請します。 』
この間のJR東労組の運動内容・経過を振り返れば、よくもこのような白々しいこ

とを恥ずかしげもなく言えたものだ。組合員も呆れかえっていることだろう。

既報(民主化闘争情報N0.976)のとおり、 JR東労組は、スト指令を解除した理由
としている、ベア実施の方式等に関する「会社との確認(認識の一致) 」について、

会社からは全否定されているにも拘わらず、 「確認(認識の一致) 」をしたと言い続
けている。誤認識なのか、意図的な歪曲解釈なのか。どう見ても後者が濃厚であろう
が、そのほかにも、同様の勝手な解釈に基づく行動が発覚している。

蓮台や交運労
J R東労組は「中央闘争委員会情報No, 5」や「東京地本闘争委員会FAX速報

N。.26」で、あたかも「連合」や「交運労協」が、 JR東労組の主張や運動を強く賛同
・支援しているかのように報じている。しかしながら、内実は全く事実とかけ離れて

いるようだ。連合や交運労協は、 J R東労組からの要請によって説明・報告を受けた

ようだが、そのことのみをもって、あたかも「全てに賛同を得られた」旨を歪曲して

発信したようだ。 J R東労組は、事実に反する宣伝内容について、直ちにかつ謙虚に

訂正し、迷惑をかけている全ての関係者に謝罪したほうが良い。
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No, 979
2018年3月2日

難日本鰯綱紀漣合金
(J R連・圭子)

JR東労組が、 2月27日になってようやく「申15号=2018年度賃金引き上げに関

する申し入れ」を提出したことは既報のとおりだが(民主化闘争情報N〇・978) 、一宣旦
i盲、 J旦基堂迫軸担ぎ早に次の2つの申し入れを提出した主音亘」㌔..中空早二

を監視すにやめ、社を直ち『不当労
「申21号=一方的かつ違法な『労

藷蔑鵠霧誤謹票窪
争点化してスト権行使準備を開始し、スト予告をしたかと思えば1週間も経たぬう
ちにスト指令解除を行った。しかし、会社側に「スト指令解除の理由二`会社とのベ
ァ方式等に係る認識の一致・ 」を全否定され、支離滅裂な言い訳を繰り返すという、

る異常な越場実態の是正を求める緊急申し人垣

文字通りの七転八倒ぶりだが、肝心の「春闘」の労使協議はどこへやら…?

春闘のメイン議題の協議馨ごろか、
「緊急申し入れ」の乱立

回答指定日3月14日がJ R東労組の運命分限点か?
「格差ベア」が回答ならばどう　`闘う’ ?? !

会社がJ R東労組本部へ「労使共同宣言の失効」を通知した後、各支社長からも各
地本へ丁寧に「労使共同宣言の失効通知」がなされているようだが、組織内ではこの

重要な事実がきちんと伝達されていないと聞く。 〇二機能不全’一二奉畢乱’年中、、丁早

雲藷霊室蓋萱竪璽
謹まぬ回答を想

連日、緊急の全地本委員長会議(?)が開催されているようだが、この緊迫した事

態で、都合の良い`落としどころ,を探るための知恵が絞られているのか、泣き落と
しの戦術が検討されているのか、はたまた首脳陣の中で責任のなすりつけ合いが繰り

萎馨藷馨馨讃
といっても、ストを断行する組織力はもはや…予断を許さぬ状況が続く…。

J R東労組の組織瓦解は加速しているo職場単位での大量脱退も発生しているよう

だ。またJR東労組内では、トカゲの尻尾切りのように責任を一部の者になすりつけ、

革マル組織の性き残り,を画策する不穏な動きもあると耳にする。組合員や脱退者
には、だまされずにしっかりと注視し、正しい判断を行うことを期待する。


